
(57)【要約】

【課題】手動の表示映像の選択操作が不要となり、必要

な電子内視鏡の映像を自動的に表示できるようにする。

【解決手段】プロセッサ装置１４に接続された例えば二

つの電子内視鏡１６Ａ，１６Ｂを、不使用時にハンガー

２０Ａ，２０Ｂに掛ける電子内視鏡装置で、このハンガ

ー２０Ａ，２０Ｂに電子内視鏡１６Ａ，１６Ｂが保持さ

れているか否かを検出センサ２２Ａ，２２Ｂで検出し、

二つの電子内視鏡１６Ａ，１６Ｂがハンガー２０Ａ，２

０Ｂに保持されていないことが検出・判定されたとき、

一つのモニタ１５で例えば電子内視鏡１６Ａの映像を親

画面、電子内視鏡１６Ｂの映像を子画面に表示する。ま

た、上記電子内視鏡１６Ａ，１６Ｂの使用状態は、ＤＳ

Ｐ３１Ａ，３１Ｂから出力された輝度信号の変化によっ

て判定してもよい。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
被 観 察 体 内 を 撮 像 す る 複 数 の 電 子 内 視 鏡 と 、
こ の 複 数 の 電 子 内 視 鏡 を 接 続 し 映 像 処 理 を す る プ ロ セ ッ サ 装 置 と 、
上 記 複 数 の 電 子 内 視 鏡 の 使 用 状 態 を 検 出 す る 内 視 鏡 使 用 検 出 手 段 と 、
こ の 内 視 鏡 使 用 検 出 手 段 の 出 力 に 基 づ き 複 数 の 電 子 内 視 鏡 の 使 用 が 判 定 さ れ た と き 、 こ の
使 用 さ れ て い る 複 数 の 電 子 内 視 鏡 の 映 像 を 一 つ の 表 示 器 に 分 割 画 面 表 示 す る た め の 処 理 を
行 う 画 像 処 理 回 路 と 、 を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 電 子 内 視 鏡 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
上 記 複 数 の 電 子 内 視 鏡 を 不 使 用 時 に 保 持 部 に て 保 持 す る ハ ン ガ ー を 備 え る と 共 に 、 上 記 内
視 鏡 使 用 検 出 手 段 と し て 、 こ の ハ ン ガ ー に 上 記 電 子 内 視 鏡 が 保 持 さ れ て い る か 否 か を 検 出
す る 内 視 鏡 保 持 検 出 手 段 を 設 け 、
上 記 画 像 処 理 回 路 で は 、 こ の 内 視 鏡 保 持 検 出 手 段 の 出 力 に 基 づ き 複 数 の 電 子 内 視 鏡 に つ い
て 非 保 持 が 判 定 さ れ た と き 、 こ の 非 保 持 の 複 数 の 電 子 内 視 鏡 の 映 像 を 一 つ の 表 示 器 に 分 割
画 面 表 示 す る た め の 処 理 を 行 う こ と を 特 徴 と す る 上 記 請 求 項 １ 記 載 の 電 子 内 視 鏡 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
上 記 内 視 鏡 使 用 検 出 手 段 は 、 上 記 プ ロ セ ッ サ 装 置 で 形 成 さ れ た 映 像 信 号 の う ち 輝 度 信 号 の
検 出 を 行 い 、 こ の 輝 度 信 号 の 検 出 値 の 変 化 に よ っ て 上 記 電 子 内 視 鏡 の 使 用 状 態 を 検 出 す る
こ と を 特 徴 と す る 上 記 請 求 項 １ 記 載 の 電 子 内 視 鏡 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 電 子 内 視 鏡 装 置 、 特 に 複 数 の 電 子 内 視 鏡 を プ ロ セ ッ サ 装 置 に 接 続 し て 使 用 可 能 に
す る と 共 に 、 こ れ ら の 電 子 内 視 鏡 は 不 使 用 時 に ハ ン ガ ー に 掛 け る よ う に す る 場 合 の 映 像 表
示 処 理 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
固 体 撮 像 素 子 で あ る Ｃ Ｃ Ｄ （ Ｃ ｈ ａ ｒ ｇ ｅ 　 Ｃ ｏ ｕ ｐ ｌ ｅ ｄ 　 Ｄ ｅ ｖ ｉ ｃ ｅ ） 等 を 搭 載 し
て 被 観 察 体 内 を 観 察 す る 電 子 内 視 鏡 （ 電 子 ス コ ー プ ） は 、 各 種 の も の が 製 作 さ れ て お り 、
近 年 で は 、 複 数 の 電 子 内 視 鏡 を 同 時 に 使 用 す る こ と が 多 く な っ て い る 。 例 え ば 、 一 人 の 患
者 に 対 し 検 査 と 処 置 を 連 続 し て 行 う と き 、 検 査 用 の 電 子 内 視 鏡 と 処 置 用 の 電 子 内 視 鏡 が 使
用 さ れ る 場 合 が あ り 、 電 子 内 視 鏡 で あ る 腹 腔 鏡 を 用 い た 手 術 に お い て も 、 患 部 を 別 の 方 向
・ 観 点 か ら 観 察 す る た め に 二 つ の 腹 腔 鏡 が 同 時 に 使 用 さ れ る こ と が 多 く 、 ま た 内 視 鏡 の 鉗
子 口 に 通 し て 用 い る ベ ビ ー ス コ ー プ で も 、 二 つ の 電 子 内 視 鏡 が 同 時 に 使 用 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
ま た 、 電 子 内 視 鏡 装 置 で は 、 上 記 電 子 内 視 鏡 を 映 像 処 理 の た め の プ ロ セ ッ サ 装 置 に 接 続 す
る 構 成 と な っ て お り 、 一 つ の 電 子 内 視 鏡 を 一 つ の プ ロ セ ッ サ 装 置 に 接 続 す る の が 一 般 的 で
あ っ た が 、 近 年 、 特 開 平 ９ － ３ ０ ８ ６ ０ ６ 号 公 報 に 示 さ れ る よ う に 、 各 種 の 電 子 内 視 鏡 を
一 つ の プ ロ セ ッ サ 装 置 に 接 続 す る こ と も 提 案 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
更 に 、 従 来 の 電 子 内 視 鏡 装 置 に お い て は 、 上 記 の プ ロ セ ッ サ 装 置 が カ ー ト （ 荷 台 ） に 載 せ
ら れ 、 こ の カ ー ト 等 に 電 子 内 視 鏡 を 吊 る す た め の ハ ン ガ ー が 設 け ら れ て お り 、 こ の ハ ン ガ
ー に 休 止 中 、 使 用 前 或 い は 使 用 後 の 電 子 内 視 鏡 が 掛 け ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 平 ９ － ３ ０ ８ ６ ０ ６ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】
特 開 ２ ０ ０ ０ － ３ ２ ４ ４ ２ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
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し か し な が ら 、 従 来 の 電 子 内 視 鏡 装 置 に お い て 、 複 数 の 電 子 内 視 鏡 を 同 時 に 使 用 可 能 と す
る 場 合 、 ど の 電 子 内 視 鏡 の 映 像 を モ ニ タ へ 表 示 さ せ る か を 選 択 す る 手 動 の 操 作 が 必 要 と な
り 、 こ の 選 択 操 作 が 煩 雑 で あ る と い う 問 題 が あ る 。 例 え ば 、 Ａ ， Ｂ の 二 つ の タ イ プ の 電 子
内 視 鏡 を 使 用 可 能 に す る 場 合 、 Ａ タ イ プ の 電 子 内 視 鏡 を 使 用 す る と き 、 Ｂ タ イ プ の 電 子 内
視 鏡 を 使 用 す る と き 、 Ａ 及 び Ｂ の 両 方 の タ イ プ の も の を 使 用 す る と き の 三 つ の い ず れ か を
選 択 す る た め の 操 作 が 必 要 で あ り 、 こ の 選 択 を ス イ ッ チ で 行 う 場 合 は 、 三 者 択 一 の ス イ ッ
チ 操 作 を 行 わ な け れ ば な ら な い 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
本 発 明 は 上 記 問 題 点 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 そ の 目 的 は 、 手 動 に よ る 表 示 映 像 の 選
択 操 作 が 不 要 と な り 、 必 要 な 電 子 内 視 鏡 の 映 像 を 自 動 的 に 表 示 す る こ と が で き る 電 子 内 視
鏡 装 置 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 請 求 項 １ の 発 明 に 係 る 電 子 内 視 鏡 装 置 は 、 被 観 察 体 内 を 撮 像
す る 複 数 の 電 子 内 視 鏡 と 、 こ の 複 数 の 電 子 内 視 鏡 を 接 続 し 映 像 処 理 を す る プ ロ セ ッ サ 装 置
と 、 上 記 複 数 の 電 子 内 視 鏡 の 使 用 状 態 を 検 出 す る 内 視 鏡 使 用 検 出 手 段 と 、 こ の 内 視 鏡 使 用
検 出 手 段 の 出 力 に 基 づ き 複 数 の 電 子 内 視 鏡 の 使 用 が 判 定 さ れ た と き 、 こ の 使 用 さ れ て い る
複 数 の 電 子 内 視 鏡 の 映 像 を 一 つ の 表 示 器 に 分 割 画 面 表 示 す る た め の 処 理 を 行 う 画 像 処 理 回
路 と 、 を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 。
請 求 項 ２ に 係 る 発 明 は 、 上 記 複 数 の 電 子 内 視 鏡 を 不 使 用 時 に 保 持 部 に て 保 持 す る ハ ン ガ ー
を 備 え る と 共 に 、 上 記 内 視 鏡 使 用 検 出 手 段 と し て 、 こ の ハ ン ガ ー に 上 記 電 子 内 視 鏡 が 保 持
さ れ て い る か 否 か を 検 出 す る 内 視 鏡 保 持 検 出 手 段 を 設 け 、 上 記 画 像 処 理 回 路 で は 、 こ の 内
視 鏡 保 持 検 出 手 段 の 出 力 に 基 づ き 複 数 の 電 子 内 視 鏡 に つ い て 非 保 持 が 判 定 さ れ た と き 、 こ
の 非 保 持 の 複 数 の 電 子 内 視 鏡 の 映 像 を 一 つ の 表 示 器 に 分 割 画 面 表 示 す る た め の 処 理 を 行 う
こ と を 特 徴 と す る 。
請 求 項 ３ に 係 る 発 明 は 、 上 記 内 視 鏡 使 用 検 出 手 段 は 、 上 記 プ ロ セ ッ サ 装 置 で 形 成 さ れ た 映
像 信 号 の う ち 輝 度 信 号 の 検 出 を 行 い 、 こ の 輝 度 信 号 の 検 出 値 の 変 化 に よ っ て 上 記 電 子 内 視
鏡 の 使 用 状 態 を 検 出 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
上 記 請 求 項 ２ の 構 成 に よ れ ば 、 電 子 内 視 鏡 の ハ ン ガ ー で の 保 持 、 非 保 持 を 検 出 す る 検 出 手
段 と し て 、 投 光 し た 光 の 受 光 状 態 を 検 出 す る 光 セ ン サ 、 接 触 圧 力 を 検 出 す る 圧 力 セ ン サ 、
接 触 や 保 持 状 態 を 検 出 す る ス イ ッ チ 等 が 電 子 内 視 鏡 又 は ハ ン ガ ー の い ず れ か に 設 け ら れ る
。 例 え ば 、 Ａ タ イ プ と Ｂ タ イ プ の 電 子 内 視 鏡 が 一 つ の プ ロ セ ッ サ 装 置 へ 接 続 さ れ て お り 、
上 記 の 検 出 手 段 に よ っ て Ａ タ イ プ 又 は Ｂ タ イ プ の い ず れ か 一 方 の 電 子 内 視 鏡 の ハ ン ガ ー 非
保 持 （ 取 外 し ） が 検 出 さ れ る と 、 該 当 す る Ａ 又 は Ｂ タ イ プ の 電 子 内 視 鏡 の 映 像 が 表 示 さ れ
、 両 方 の 電 子 内 視 鏡 の 非 保 持 が 検 出 さ れ た 場 合 は 、 両 方 の タ イ プ の 電 子 内 視 鏡 の 映 像 が 例
え ば 親 子 画 面 （ 分 割 画 面 ） で 表 示 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
ま た 、 請 求 項 ３ の 構 成 で は 、 映 像 信 号 の 輝 度 信 号 が 一 定 期 間 に お い て 変 化 し た と き に 使 用
状 態 で あ る と 判 定 さ れ 、 こ れ に よ っ て 複 数 の 電 子 内 視 鏡 の 不 使 用 が 判 定 さ れ た 場 合 は 、 複
数 の 電 子 内 視 鏡 の 映 像 が 親 子 画 面 等 に 表 示 さ れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
図 １ に は 、 第 １ 実 施 例 に 係 る 電 子 内 視 鏡 装 置 の 回 路 構 成 が 示 さ れ 、 図 ２ に は カ ー ト に セ ッ
ト さ れ た 電 子 内 視 鏡 装 置 （ 電 子 内 視 鏡 と ハ ン ガ ー は 拡 大 し て 描 い て あ る ） が 示 さ れ て い る
。 ま ず 、 図 ２ に お い て 、 カ ー ト （ 荷 台 ） １ ０ に は 、 下 の 段 か ら 例 え ば 光 源 装 置 １ ２ 、 プ ロ
セ ッ サ 装 置 １ ４ 、 モ ニ タ （ 表 示 器 ） １ ５ Ａ ～ １ ５ Ｃ が 設 け ら れ 、 上 記 プ ロ セ ッ サ 装 置 １ ４
に 、 種 類 の 異 な る Ａ タ イ プ の 電 子 内 視 鏡 １ ６ Ａ と Ｂ タ イ プ の 電 子 内 視 鏡 １ ６ Ｂ が ケ ー ブ ル
接 続 さ れ る 。 こ の 電 子 内 視 鏡 １ ６ Ａ ， １ ６ Ｂ は 、 ア ン グ ル ツ マ ミ や ス イ ッ チ 類 が 配 置 さ れ
た 操 作 部 １ ７ と 、 先 端 部 に Ｃ Ｃ Ｄ が 配 置 さ れ た 挿 入 部 １ ８ を 有 す る 。
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【 ０ ０ １ ２ 】
ま た 、 カ ー ト １ ０ の 左 右 の 側 面 に は 、 上 記 電 子 内 視 鏡 １ ６ Ａ ， １ ６ Ｂ を 吊 る し て 保 持 す る
た め の ハ ン ガ ー ２ ０ Ａ ， ２ ０ Ｂ が 設 け ら れ る 。 こ の ハ ン ガ ー ２ ０ Ａ ， ２ ０ Ｂ の 保 持 部 は 、
下 側 が 少 し 細 く な る 管 状 体 と さ れ 、 上 記 電 子 内 視 鏡 挿 入 部 １ ８ を 通 す 挿 入 口 （ 隙 間 ） ２ １
が 設 け ら れ る 。 そ し て 、 こ の 管 状 体 の ハ ン ガ ー ２ ０ Ａ ， ２ ０ Ｂ の 内 側 に 、 電 子 内 視 鏡 １ ６
Ａ ， １ ６ Ｂ の 操 作 部 １ ７ の 下 側 部 分 （ 先 端 へ 向 け て 少 し 細 く な る 部 分 ） が 保 持 さ れ る が 、
こ の 保 持 さ れ る 操 作 部 １ ７ の 下 側 部 分 に 、 保 持 状 態 を 検 出 す る 検 出 セ ン サ ２ ２ が 二 ヶ 所 以
上 設 け ら れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
こ の 検 出 セ ン サ ２ ２ Ａ ， ２ ２ Ｂ は 、 例 え ば 光 を 投 受 光 し そ の 受 光 状 態 を 検 出 す る 光 セ ン サ
、 ハ ン ガ ー ２ ０ Ａ ， ２ ０ Ｂ の 内 壁 と 接 触 す る と き の 圧 力 を 検 出 す る 圧 力 セ ン サ 等 で あ り 、
こ の 検 出 セ ン サ ２ ２ の 代 わ り に ハ ン ガ ー ２ ０ Ａ ， ２ ０ Ｂ と の 接 触 に よ る 押 圧 で 動 作 す る ス
イ ッ チ を 用 い て も よ い 。 こ の 検 出 セ ン サ ２ ２ Ａ ， ２ ２ Ｂ に よ れ ば 、 受 光 が な い と き 、 圧 力
が か か っ て い な い と き に 、 Ａ ， Ｂ タ イ プ の 電 子 内 視 鏡 １ ６ Ａ ， １ ６ Ｂ の 非 保 持 （ 取 外 し ）
を 検 出 す る 。 な お 、 こ の 検 出 セ ン サ は ハ ン ガ ー ２ ０ Ａ ， ２ ０ Ｂ 側 に 設 け て も よ い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
図 １ に お い て 、 Ａ ， Ｂ タ イ プ の 電 子 内 視 鏡 １ ６ Ａ ， １ ６ Ｂ で は 、 上 述 し た よ う に 検 出 セ ン
サ ２ ２ Ａ ， ２ ２ Ｂ を 有 す る と 共 に 、 Ｃ Ｃ Ｄ ２ ５ Ａ ， ２ ５ Ｂ と 、 こ の Ｃ Ｃ Ｄ ２ ５ Ａ ， ２ ５ Ｂ
の 出 力 信 号 を 処 理 す る Ｃ Ｄ Ｓ （ 相 関 二 重 サ ン プ リ ン グ ） ／ Ａ Ｇ Ｃ （ 自 動 利 得 制 御 ） 回 路 ２
６ Ａ ， ２ ６ Ｂ が 設 け ら れ る 。 一 方 、 プ ロ セ ッ サ 装 置 １ ４ に は 、 上 記 Ｃ Ｃ Ｄ ２ ５ Ａ ， ２ ５ Ｂ
を 別 個 に 駆 動 す る Ｃ Ｃ Ｄ ド ラ イ ブ 回 路 ２ ７ Ａ ， ２ ７ Ｂ が 設 け ら れ 、 映 像 信 号 の 処 理 系 と し
て 、 Ａ タ イ プ の 電 子 内 視 鏡 １ ６ Ａ に 対 応 し て Ａ ／ Ｄ 変 換 器 ３ ０ Ａ 、 Ｄ Ｓ Ｐ （ デ ジ タ ル シ グ
ナ ル プ ロ セ ッ サ ） ３ １ Ａ 及 び Ｄ ／ Ａ 変 換 器 ３ ２ Ａ が 設 け ら れ 、 Ｂ タ イ プ の 電 子 内 視 鏡 １ ６
Ｂ に 対 応 し て Ａ ／ Ｄ 変 換 器 ３ ０ Ｂ 、 Ｄ Ｓ Ｐ ３ １ Ｂ 及 び Ｄ ／ Ａ 変 換 器 ３ ２ Ｂ が 設 け ら れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
ま た 、 こ の プ ロ セ ッ サ 装 置 １ ４ に は 、 親 子 画 面 に 両 方 の 電 子 内 視 鏡 １ ６ Ａ ， １ ６ Ｂ の 映 像
を 表 示 す る た め に 、 映 像 ミ ッ ク ス 回 路 ３ ３ 、 Ｄ Ｓ Ｐ ３ １ Ｃ 、 Ｄ ／ Ａ 変 換 器 ３ ２ Ｃ が 設 け ら
れ 、 上 記 映 像 ミ ッ ク ス 回 路 ３ ３ へ の 入 力 信 号 を 切 り 換 え る 切 換 え ス イ ッ チ ３ ４ Ａ ， ３ ４ Ｂ
と 、 上 記 検 出 セ ン サ ２ ２ Ａ ， ２ ２ Ｂ か ら の 検 出 信 号 を 入 力 し て 上 記 切 換 え ス イ ッ チ ３ ４ Ａ
， ３ ４ Ｂ の 切 換 え を 行 う と 共 に 、 プ ロ セ ッ サ 装 置 １ ４ の 全 体 の 制 御 を 行 う 制 御 部 （ マ イ コ
ン 等 ） ３ ５ が 配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
第 １ 実 施 例 は 以 上 の 構 成 か ら な り 、 ま ず Ａ タ イ プ の 電 子 内 視 鏡 １ ６ Ａ の み が ハ ン ガ ー ２ ０
Ａ か ら 取 り 外 さ れ る と 、 検 出 セ ン サ ２ ２ Ａ に よ っ て 電 子 内 視 鏡 １ ６ Ａ の 非 保 持 が 検 出 さ れ
、 制 御 部 ３ ５ は 切 換 え ス イ ッ チ ３ ４ Ａ ， ３ ４ Ｂ の オ フ （ 開 ） を 維 持 す る 。 従 っ て 、 こ の 場
合 は 、 Ｃ Ｃ Ｄ ２ ５ Ａ で 撮 像 さ れ た 信 号 に 基 づ き 、 Ｃ Ｄ Ｓ ／ Ａ Ｇ Ｃ 回 路 ２ ６ Ａ 、 Ｄ Ｓ Ｐ 回 路
３ １ Ａ で 映 像 処 理 が 施 さ れ 、 こ れ に よ っ て 得 ら れ た 出 力 １ を モ ニ タ １ ５ Ａ へ 供 給 す る こ と
に よ り 、 図 ３ （ Ａ ） に 示 さ れ る Ａ タ イ プ の 電 子 内 視 鏡 １ ６ Ａ の 映 像 が 表 示 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
上 記 Ａ タ イ プ の 電 子 内 視 鏡 １ ６ Ａ が 取 り 外 さ れ た 後 、 更 に Ｂ タ イ プ の 電 子 内 視 鏡 １ ６ Ｂ が
ハ ン ガ ー ２ ０ Ｂ か ら 取 り 外 さ れ る と 、 検 出 セ ン サ ２ ２ Ｂ に よ っ て 電 子 内 視 鏡 １ ６ Ｂ の 非 保
持 が 検 出 さ れ 、 制 御 部 ３ ５ は 切 換 え ス イ ッ チ ３ ４ Ａ ， ３ ４ Ｂ の 両 方 を オ ン （ 閉 ） に 切 り 換
え る 。 そ う す る と 、 電 子 内 視 鏡 １ ６ Ａ 及 び １ ６ Ｂ の 両 方 の 映 像 信 号 が 映 像 ミ ッ ク ス 回 路 ３
３ に 入 力 さ れ 、 こ の 映 像 ミ ッ ク ス 回 路 ３ ３ で は 、 例 え ば Ａ タ イ プ の 電 子 内 視 鏡 １ ６ Ａ の 映
像 に 対 し 縮 小 し た Ｂ タ イ プ の 電 子 内 視 鏡 １ ６ Ｂ の 映 像 を 画 面 右 下 部 に 重 ね る 処 理 が 行 わ れ
、 Ｄ Ｓ Ｐ 回 路 ３ １ Ｃ 、 Ｄ ／ Ａ 変 換 器 ３ １ Ｃ を 介 し て 出 力 ２ が 得 ら れ る 。 こ の 出 力 ２ を モ ニ
タ １ ５ Ｂ へ 供 給 す れ ば 、 図 ３ （ Ｂ ） に 示 さ れ る よ う に 、 Ａ タ イ プ の 映 像 が 親 画 面 に 、 Ｂ タ
イ プ の 映 像 が 子 画 面 に 表 示 さ れ る 。 な お 、 上 記 の 親 画 面 と 子 画 面 に い ず れ の 映 像 を 表 示 す
る か は 、 予 め 設 定 す る こ と に よ っ て 選 択 ・ 決 定 し て も よ い し 、 ハ ン ガ ー ２ ０ Ａ ， ２ ０ Ｂ か
ら 後 に 取 り 外 さ れ た 方 の 映 像 を 親 画 面 、 先 に 取 り 外 さ れ た 方 の 映 像 を 子 画 面 に 表 示 す る よ

10

20

30

40

50

(4) JP 2004-275321 A 2004.10.7



う に 制 御 し て も よ い （ こ の 逆 で も よ い ） 。
【 ０ ０ １ ８ 】
ま た 、 Ｂ タ イ プ の 電 子 内 視 鏡 １ ６ Ｂ の み が ハ ン ガ ー ２ ０ Ｂ か ら 取 り 外 さ れ た 場 合 は 、 切 換
え ス イ ッ チ ３ ４ Ａ ， ３ ４ Ｂ の オ フ （ 開 ） へ 切 り 換 え ら れ る の で 、 こ の 場 合 は 、 Ｃ Ｃ Ｄ ２ ５
Ｂ で 撮 像 さ れ た 信 号 に 基 づ き 、 Ｃ Ｄ Ｓ ／ Ａ Ｇ Ｃ 回 路 ２ ６ Ｂ 、 Ｄ Ｓ Ｐ 回 路 ３ １ Ｂ で 映 像 処 理
が 施 さ れ 、 こ れ に よ っ て 得 ら れ た 出 力 ３ を モ ニ タ １ ５ Ｃ へ 供 給 す る こ と に よ り 、 図 ３ （ Ｃ
） に 示 さ れ る Ｂ タ イ プ の 電 子 内 視 鏡 １ ６ Ｂ の 映 像 が 表 示 さ れ る 。 な お 、 こ の 第 １ 実 施 例 で
は 、 ３ つ の 出 力 （ 端 子 ） を 設 け 、 ３ つ の モ ニ タ １ ５ Ａ ～ １ ５ Ｃ へ 出 力 で き る よ う に 構 成 し
て い る が 、 こ の 出 力 １ か ら 出 力 ３ を 選 択 す る よ う に 構 成 す る こ と に よ り 、 一 つ の モ ニ タ １
５ Ａ に 全 て の 映 像 を 表 示 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
図 ４ に は 、 第 ２ 実 施 例 の 構 成 が 示 さ れ て お り 、 こ の 第 ２ 実 施 例 は 一 つ の モ ニ タ （ 例 え ば 図
１ の １ ５ Ａ ） を 使 用 す る こ と を 前 提 と し 一 つ の 映 像 出 力 （ 端 子 ） を 得 る よ う に し た も の で
あ る 。 即 ち 、 図 ４ に 示 さ れ る よ う に 、 こ の 第 ２ 実 施 例 で は 、 Ａ ／ Ｄ 変 換 器 ３ ０ Ａ か ら の 出
力 を 切 換 え ス イ ッ チ ３ ４ Ａ を 介 し て 映 像 ミ ッ ク ス 回 路 ３ ３ に 入 力 さ せ 、 ま た Ａ ／ Ｄ 変 換 器
３ ０ Ｂ か ら の 出 力 を 切 換 え ス イ ッ チ ３ ４ Ｂ を 介 し て 映 像 ミ ッ ク ス 回 路 ３ ３ に 入 力 さ せ る と
共 に 、 こ の 映 像 ミ ッ ク ス 回 路 ３ ３ の 後 段 に 、 一 系 統 の Ｄ Ｓ Ｐ ３ １ 及 び Ｄ ／ Ａ 変 換 器 ３ ２ を
設 け る 。 そ し て 、 上 記 切 換 え ス イ ッ チ ３ ４ Ａ ， ３ ４ Ｂ の 切 換 え と 映 像 ミ ッ ク ス 回 路 ３ ３ の
混 合 処 理 が 制 御 部 （ マ イ コ ン ） ３ ６ で 制 御 さ れ る
【 ０ ０ ２ ０ 】
こ の 第 ２ 実 施 例 の 構 成 に よ れ ば 、 Ａ タ イ プ の 電 子 内 視 鏡 １ ６ Ａ の み が ハ ン ガ ー ２ ０ Ａ か ら
取 り 外 さ れ た と き は 、 切 換 え ス イ ッ チ ３ ４ Ａ が オ ン さ れ 、 こ れ に よ っ て 図 ３ （ Ａ ） の 出 力
１ と 同 じ Ａ タ イ プ の 映 像 が 表 示 さ れ る 。 ま た 、 Ｂ タ イ プ の 電 子 内 視 鏡 １ ６ Ｂ の み が ハ ン ガ
ー ２ ０ Ｂ か ら 取 り 外 さ れ た と き は 、 切 換 え ス イ ッ チ ３ ４ Ｂ が オ ン さ れ 、 こ れ に よ っ て 図 ３
（ Ｃ ） の 出 力 ３ と 同 じ Ｂ タ イ プ の 映 像 が 表 示 さ れ る 。 一 方 、 両 方 の 電 子 内 視 鏡 １ ６ Ａ ， １
６ Ｂ が 取 り 外 さ れ た と き は 、 両 方 の 切 換 え ス イ ッ チ ３ ４ Ａ ， ３ ４ Ｂ が オ ン さ れ る と 共 に 、
映 像 ミ ッ ク ス 回 路 ３ ３ で の 混 合 処 理 が 行 わ れ る の で 、 図 ３ （ Ｂ ） の 出 力 ２ と 同 様 に 、 Ａ タ
イ プ の 映 像 の 親 画 面 、 Ｂ タ イ プ の 映 像 の 子 画 面 が 表 示 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
図 ５ に は 、 第 ３ 実 施 例 の 構 成 が 示 さ れ て お り 、 こ の 第 ３ 実 施 例 は 映 像 信 号 に て 電 子 内 視 鏡
の 使 用 状 態 を 検 出 す る も の で あ る 。 即 ち 、 図 ５ に 示 さ れ る よ う に 、 こ の 第 ３ 実 施 例 で は 、
Ｄ Ｓ Ｐ ３ １ Ａ と Ｄ Ｓ Ｐ ３ １ Ｂ で 得 ら れ た 映 像 信 号 の 輝 度 信 号 を 制 御 部 （ マ イ コ ン ） ３ ７ へ
供 給 す る と 共 に 、 こ の Ｄ Ｓ Ｐ ３ １ Ａ か ら の 出 力 を 切 換 え ス イ ッ チ ３ ４ Ａ を 介 し て 映 像 ミ ッ
ク ス 回 路 ３ ３ に 入 力 さ せ 、 ま た Ｄ Ｓ Ｐ ３ １ Ｂ か ら の 出 力 を 切 換 え ス イ ッ チ ３ ４ Ｂ を 介 し て
映 像 ミ ッ ク ス 回 路 ３ ３ に 入 力 さ せ る よ う に 構 成 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
上 記 制 御 部 ３ ７ で は 、 挿 入 部 １ ８ の 先 端 が 動 く と き の 輝 度 信 号 の 変 化 を モ ニ タ リ ン グ し て
お り 、 こ の 輝 度 信 号 が 一 定 期 間 に お い て 変 化 す る か 否 か を 検 出 す る こ と に よ り 電 子 内 視 鏡
１ ６ Ａ ， １ ６ Ｂ が 使 用 状 態 で あ る か 否 か を 判 定 す る 。 そ し て 、 こ の 判 定 に 基 づ い て 、 上 記
切 換 え ス イ ッ チ ３ ４ Ａ ， ３ ４ Ｂ の 切 換 え と 映 像 ミ ッ ク ス 回 路 ３ ３ の 混 合 処 理 が 行 わ れ 、 こ
の 混 合 信 号 は Ｄ Ｓ Ｐ ３ １ Ｄ で 所 定 の 映 像 処 理 が 施 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
こ の 第 ３ 実 施 例 の 構 成 に よ れ ば 、 図 １ の Ｃ Ｃ Ｄ ２ ５ Ａ と Ｃ Ｃ Ｄ ２ ５ Ｂ で 撮 像 さ れ た 信 号 に
基 づ い て 、 Ｄ Ｓ Ｐ ３ １ Ａ と Ｄ Ｓ Ｐ ３ １ Ｂ で は 、 映 像 信 号 の 中 か ら 輝 度 信 号 が 抽 出 さ れ 、 こ
の 輝 度 信 号 が 制 御 部 ３ ７ へ 供 給 さ れ る 。 即 ち 、 電 子 内 視 鏡 １ ６ Ａ ， １ ６ Ｂ が ハ ン ガ ー ２ ０
Ａ ， ２ ０ Ｂ に 保 持 さ れ て い る と き は 輝 度 信 号 の 値 は 一 定 で あ る が 、 使 用 時 に 挿 入 部 １ ８ の
先 端 が 動 い た と き に は 輝 度 信 号 の 値 が 被 観 察 体 の 明 る さ に 応 じ て 変 化 す る こ と に な る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
上 記 制 御 部 ３ ７ で は 、 こ の 輝 度 信 号 が 一 定 期 間 に お い て 変 化 し た と き に 使 用 状 態 で あ る と
判 定 し て お り 、 Ａ タ イ プ の 電 子 内 視 鏡 １ ６ Ａ が 使 用 状 態 で あ る と 判 定 さ れ た と き は 、 図 ３

10

20

30

40

50

(5) JP 2004-275321 A 2004.10.7



（ Ａ ） の Ａ タ イ プ の 映 像 （ 出 力 １ ） 、 ま た Ｂ タ イ プ の 電 子 内 視 鏡 １ ６ Ｂ が 使 用 状 態 で あ る
と 判 定 さ れ た と き は 、 図 ３ （ Ｃ ） の Ｂ タ イ プ の 映 像 （ 出 力 ３ ） が 一 つ の モ ニ タ １ ５ Ａ に 表
示 さ れ る 。 一 方 、 電 子 内 視 鏡 １ ６ Ａ ， １ ６ Ｂ の 両 方 が 使 用 状 態 で あ る と 判 定 さ れ た と き は
、 両 方 の 切 換 え ス イ ッ チ ３ ４ Ａ ， ３ ４ Ｂ の オ ン に よ っ て 映 像 ミ ッ ク ス 回 路 ３ ３ で の 混 合 処
理 が 行 わ れ 、 図 ３ （ Ｂ ） の よ う に 、 一 つ の モ ニ タ １ ５ Ａ に Ａ タ イ プ の 映 像 の 親 画 面 、 Ｂ タ
イ プ の 映 像 の 子 画 面 （ 出 力 ２ ） が 表 示 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
な お 、 上 記 実 施 例 で は 、 二 つ の 電 子 内 視 鏡 １ ６ Ａ ， １ ６ Ｂ を 接 続 す る 場 合 を 説 明 し た が 、
三 つ 以 上 の 電 子 内 視 鏡 を 接 続 す る 場 合 で も 同 様 で あ り 、 不 使 用 、 非 保 持 で あ る こ と が 検 出
さ れ た 複 数 の 電 子 内 視 鏡 の 映 像 を 一 つ の モ ニ タ の 複 数 の 分 割 画 面 に 表 示 す る こ と に な る 。
ま た 、 こ の 分 割 画 面 は 、 親 子 画 面 に 限 ら ず 、 均 等 に 分 割 し た 複 数 の 画 面 と す る こ と も で き
る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 説 明 し た よ う に 、 本 発 明 に よ れ ば 、 電 子 内 視 鏡 が ハ ン ガ ー に 保 持 さ れ て い る か 否 か を
検 出 す る こ と 、 或 い は 輝 度 信 号 の 変 化 を 検 出 す る こ と に よ り 、 電 子 内 視 鏡 が 使 用 さ れ て い
る か 否 か を 判 定 し 、 複 数 の 電 子 内 視 鏡 が 使 用 さ れ て い る と き 、 こ の 使 用 の 複 数 の 電 子 内 視
鏡 の 映 像 を 一 つ の 表 示 器 に 分 割 画 面 表 示 す る よ う に し た の で 、 必 要 な 電 子 内 視 鏡 の 映 像 を
自 動 的 に 表 示 す る こ と が で き 、 手 動 の 表 示 映 像 の 選 択 操 作 が 不 要 に な る と い う 利 点 が あ る
。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 例 に 係 る 電 子 内 視 鏡 装 置 の 構 成 を 示 す 回 路 ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 実 施 例 の 電 子 内 視 鏡 装 置 を カ ー ト に セ ッ ト し た 状 態 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 実 施 例 の モ ニ タ に 表 示 さ れ る 映 像 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 第 ２ 実 施 例 に 係 る 電 子 内 視 鏡 装 置 の 構 成 を 示 す 回 路 ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 第 ３ 実 施 例 に 係 る 電 子 内 視 鏡 装 置 の 構 成 を 示 す 回 路 ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ ０ … カ ー ト 、 　 　 　 １ ４ … プ ロ セ ッ サ 装 置 、
１ ５ Ａ ～ １ ５ Ｃ … モ ニ タ 、
１ ６ Ａ ， １ ６ Ｂ … 電 子 内 視 鏡 、
２ ０ Ａ ， ２ ０ Ｂ … ハ ン ガ ー 、
２ ２ Ａ ， ２ ２ Ｂ … 検 出 セ ン サ 、
３ ３ … 映 像 ミ ッ ク ス 回 路 、
３ ５ ， ３ ６ ， ３ ７ … 制 御 部 。
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